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ホ
タ
テ
ガ
イ
の
眼

関
野

哲
雄

所

長

ホ
タ
テ
ガ
イ
は
た
く
さ
ん
の
眼
を
も
っ

て
い
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

脳
を
も
っ
て
い
る
一
枚
只
は
ア
カ
ザ
一
フ
ガ

イ
や
イ
タ
ヤ
ガ
イ
等
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
伸

間
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す。

海
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
餌
と
す
る
他

の
二
枚
貝
は
、
餌
と
す
る
海
淡
な
ど
を
探

し
て
動
き
ま
わ
る
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
な
ど

の
巻
貝
レ
ピ
異
な
り
一
服
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
仲
間
は
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
を
餌
と
し
な
が
ら
眼
を
も
っ

戸・句、

て
い
る
と
い
う
一
枚
貝
の
巾
で
は
大
変
な

変
り
者
で
す
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
眼
は
人
間
と
同
じ
よ
う

に
角
膜
や
レ
ン
ズ
や
網
膜
を
備
え
た
立
派

な
あ
の
で
す
が
、
眼
を
動
か
す
筋
肉
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
眼
玉
を
キ
ョ

ロ
キ
ョ
ロ
と

動
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

貝
殻
周
辺
に
あ
る
外
安
膜
(
ヒ
モ
と
呼
ば

れ
る
部
分
)
に
は
た
く
ぎ
ん
の
眼
が
上
向

き
・
真
直
ぐ

・
あ
る
い
は
後
向
き
と
い
う

よ
う
に
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
ζ

れ
で
全

体
宇
佐
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
眼
の
役
割
り
と
し
て
は
、

明
る
さ
の
変
他
を
判
別
で
き
る
こ
と
以
外

に
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
害

敵
生
物
が
近
づ
い
た
似
合
仁
は
、
海
底
に

す
む
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
は
そ
の
影
で
明
る
さ

が
変
伯
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
知
覚
し
て

殻
を
閉
じ
ま
す
。
殻
を
閉
じ
て
し
ま
う
と

そ
れ
で
な
く
と
も
海
底
に
穴
を
腐
っ

て
砂

を
か
ぶ
り
カ
モ
フ
ラ
l
ジ
ュ

し
て
い
る
ホ

タ
テ
ガ
イ
は
一
一
層
発
見
さ
え
難
く
な
り
ま

す
の
で
、
乙
の
眼
も
充
分
役
立

っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
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(上)後を向いている眼

(中)上向きと、真直ぐ

を向いている眼

(右)眼の拡大
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平
成
元
年
産
買
の
養
殖
実
態

(春
季
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
実
態
調
査
結
果
か
ら
)

ほ
た
て
貝
部
研
究
管
浬
員

恒
例
に
な
っ
て
い
る
春
の
養
殖
実
態
調

資
が
五
月
二
二
日
か
ら
六
片
一

uに
か
け

て
陸
奥
湾
内
全
滅
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
同
期
の
養
殖
貝

(
六
三
年
度
目
貝
)
の

成
績
が
悪
か

っ
た
た
め
今
年
の
養
殖
貝

(元
年
産
貝
)
を
船
上
に
引
き
上
げ
る
ま

で
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
へ
い
死

口
、
欠
刻
、
着
色
は
と
も
に
少
な
く
、
日貝

の
成
長
も
良
い
こ
と
か
ら
出
荷
が
楽
し
み

な
明
る
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

(
調
査
結

果
)

川
月
三
O
日
現
住
の
元
年
産
貝
の
保
有

数
量
は
、
四

一
、
四
五

一
万
枚
で
昨
年
よ

り
三
七
六
万
枚
減
少
し
て
い
ま
す
。
養
植

刀
法
別
で
は
パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
」
一七
・
三

%
、

丸
か
ど

一
閉
・

%
、
耳
づ
り
四
八

・
六

%
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
と
比
較
す
る
と

パ
1

ル
ネ
ッ
ト
の
割
合
が
大
き
く
地
え
、

逆
に
丸
か
ど
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

(
表
]
)

元
年
度
貝
の
大
き
さ
は
、
全
間
平
向
で

殻
長
七

・
九
川
、
全
車
最
rn
ぃハ

・
五

g
で

あ
り
、
昭
和

π二
年
以
降
継
続
し
て
い
る

調
査
中
間以
も
良
い
成
長
を
一示
し
ま
し
た
。

へ
い
死
率
及
び
異
常
見
出
現
率
は
全
湾
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人
志

平
均
で
二

・
九
%
及
び
八

三
二
%
で
あ
り
、

最
悪
な
状
態
は
脱
し
た
も
の
の
異
常
貝
川

現
率
は
依
然
と
し
て
高
い
値
が
続
い
て
お

り
、
い
ま
だ
に
養
殖
方
法
の
改
善
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

(図

l
)

養
殖
刀
法
別
の
収
容
密
度
は
全
湾
平
均

で
パ
ー
ル
ネ
ッ
ト

一ぃハ

・
四
枚
/
段
、
丸

か
ご
一
七

・
二
枚
/
段
、
耳
づ
り
一

六
八
・

四
枚
/
連
(
昨
年
同
期
一
六

・
四
枚
/
段
、

二
0
・
六
枚
/
段、

一
七

と
昨
年
よ
り
わ
す
か
に
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
垂
下
連
の
間
隔
は
パ
l
ル
ネ
ッ

ト
四
四

・

c
m、
丸
か
ど
六
八

・
二一
川、

H
A
つ
り
四
百

・
七
仰
と
依
然
と
し
て
狭
く
、

幹
綱
一

初
当
り
の
収
作
数
は
パ

l
ル
ネ
ッ

ト
一一
一七一

・
九
枚
/
悦
、
丸
か
ど

-
五
七

・

乙
枚
/
初、

耳
つ
り
内

一
一
・
一
枚
/
m

と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
養
殖
ぃ
刀
法
も

過
需
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

(
表
2
)

一元
年
産
一養
殖
民
の
特
徴
は
、
成
長
が
良

く
次
の
三
点
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

H

六
三
年
産
貝
が
大
量
に
へ
い
死
し
、

か
つ
夏
前
ま
で
に
出
荷
さ
れ
た
た
め
、

一
時
的
に
総
養
殖
数
最
が
減
少
し
た。

戸画、、

-

図1 へい死率及び異常貝
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同

産

卵
が
早
く
始
ま
り
、
順
調
に
採
苗

で
き
た
。
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養殖方法別比率表 1

成
育
に
適
し
て
い
た
。

(考
察
と
今
後
の
課
題
)

O

(

へ
い
死
率
十
異
常
同
市
現
率
)
は

一一

・

%
で
一
年
ぶ
り
に
低
下
し
た

も
の
の
、
現
在
の
養
殖
方
法
で
は
予
断

を
許
さ
な
い
状
態
と
思
わ
れ
ま
す
。

0
収
容
数
は
改
善
の
傾
向
に
あ
る
よ
う
に

見
え
ま
す
が
垂
下
連
の
間
隔
が
狭
く
、

な
お

一
桝
の
改
告
が
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

表2

※ 
へい 異常11 平均 平均

平均
速 の

1 7n 

地いく 炉く 分 調1'f点数 死率 日Jm率
平均収容数

波長 電車
軟体部
間隔

当りの

重用l 収容数
(%) (予手) (枚/段 ・連) (cm) (9 ) (ヂ) (cm) (枚)

/{-/レネッ ト (11) 1 Y 3.1 111.9 22.0 7.il 5:J.1 21.5 i -19.9 。46.6
上機

丸 かこ 1) 1 0.7 11.11 15.0 自.4 67.0 66.0 295.5 
-4づり (0) (1 

平 均 (11) 211 3.0 IO_i 2l_7 7.8 53.8 2l_8 50.7 534.1 
ノ毛 /レネッ卜 (14) 211 ]_] I 1.(; 15.:J 8.1 5H.Y 22.3 : -14.2 309.7 

青森
丸 か ご (:J) 2.0 11.6 16.1 7.0 45.2 17.5 I 83.:1 194.4U ; 
耳 づ り(2) ソl 2.1 li.:l 162.5 8.:1 72.:， 26.1 -17.5 363. 
、ド 均 (17) 25 l_4 6.3 8.0 5H.3 22.11 -19.1 :100.2 
ノ"'.-;レネッ卜 (21) 2k! 1.9 2.-1 14.:J 8.1 55.6 21.9 36.8 I 352. I 
丸か ご(り)ゾ~ I 平内
耳 づ り (24) :J 7.8 171.8 8.1 62.:3 24.-1 39.7 I 478.3 
、F 均 (30) 511 フ9 6.2 8.1 59.2 23.2 38.3 i 419.4 
ノ{-/レネット ( 1) 3.9 -!.O 12.H 7.6 57.8 22.3 60.0 i 2J:l.3 

上北
丸か ご (1) 。(1 2.0 14.6 ; 8.4 63.5 2-1.4 80.0 1 82.5 3 
4 づ り (11) 19 I 444→1 ー 13.1 159.8 7.8 56.3 21.5 53.8 I 312. 
、ド 上乙1 (11) 21 -1.4 I 11.9 7.1) 56.8 21.6 55.4 301.4 
パルネッ ト ( 7) i'， 1 13.8 7.7 48.2 ~ ? . ~ ， ~~ .? I ~~ 1 . ~ 

|、 ~t
メL 虫、 ζ(9) I:J 1.7 i 21.3 17.9 7.6 48.6 18.21 64.1' 274.3 
耳 づ り(2) ど| 1.1 12.3 201.0 8.0 59.5 21.3 i 62.5 323.4 
平 均 (12) 23 1.自 15.8 7.7 49.4 18.0 60.0 265.3 
ノ{- /レネット (54) 70 2.2 5.8 16.4 8.0 55.1 2l_4 44.0 371.9 

守宅 湾 メL 泊、 ζ(14) 18 1.7 17.6 17.2 7.6 49.9 19.0 68.3 257.0 
、F 上勾 耳 づ り (39) 55 ;l.~ 9.4 1似 .4 8.0 60.5 23.4 45.7 411. 1 

、ド 均 (81) 149 2.9 1'.3 7.9 56.5 21.5 47.6 374.4 

※ 平均の側には調査点数の討 を表示した。

戸画、、

戸曲、!
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0
耳
づ
り
は
資
材
裂
が
安
く
初
期
の
成
長

が
良
い
こ
と
か
ら
優
れ
た
養
殖
方
法
の

一
つ
で
す
が
、
付
着
物
が
多
く
成
員
ま

で
育
成
す
る
乙
と
が
む
つ
か
し
い
欠
点

-、、

F圃‘、

も
有
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
耳
つ
り
が

全
養
殖
数
鼠
の
約
半
分
に
ま
で
達
し
、

半
成
員
川
荷
が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
成
貝
出
荷
を
主
と
し
た
篭
養
殖

ふ
フ
年
度
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
天
然
採
苗

予
報
調
査
を
振
り
返
っ
て

3 G(担d主回<'$叫《主回徒主同司主同需封建知OCl<J需主同OCl<JOCl<J <'$同

今
年
は
例
年
に
な
く
銭
暑
が
厳
し
く
、

陸
奥
湾
で
は
記
録
的
な
高
水
温
の
年
に
な

り
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
を
手
に
す
る
頃
は
、
そ
ろ
そ
ろ
分

散
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
乙
と
で
し
ょ

う
。
今
年
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
天
然
採
問
の
特

徴
に
は
、
大
き
く
次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
は
、
①
採
苗
器
の
投
入
時
期

が
早
い
、
①
一フ
1
パ
の
出
現
数
が
少
な
い
、

①
ヒ
ト
デ
の
付
着
が
多
い
、
の
二
つ
で
す
。

乙
れ
ら
が
例
年
と
異
な
っ
た
た
め
、
採
苗

に
係
る
作
業
内
容
も
例
年
と
か
な
り
違
っ

た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
で
は
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
、
何
故
ζ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た

か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
採
苗
器
の
投
入
時
期
が
早
い

採
苗
器
の
投
入
時
期
が
、
こ
れ
ま
で
に

比
べ
巌
斗
主
早
か
っ
た
の
は
何
故
で
し
ょ
う。

ホ
タ
テ
ガ
イ
で
は
、
生
殖
巣
指
数
が
急

激
に
減
少
す
る
時
期
が
産
卵
盛
期
と
さ
れ

ほ
た
て
員
部
技
師

佐
藤

恭
成

て
い
ま
す
。
今
年
の
養
箔
貝
の
生
殖
巣
指

数
の
変
伯
を
例
年
と
比
較
し
て
み
ま
し
ょ

う
(
図
1
)
。
今
年
は
二
一片
の
上
旬
か
ら

中
旬
に
か
け
て
今
殖
巣
指
数
が
急
激
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年

の
養
殖
民
の
産
卵
盛
期
は
、
二一
一月
の
J
旬

か
ら
中
旬
に
か
け
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
藤
一卵
盛
期
は
通
常
の
年
だ
と

コ
一片
の
下
旬
か
ら
凶

H
の
上
旬
に
か
け
て

で
す
か
ら
、
今
年
は
例
年
よ
り
も
二
O
日

程
度
早
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
の

産
卵
時
期
が
早
か
っ
た
の
は
、

水
温
上
昇

の
開
始
時
期
が
平
年
よ
り
阜
く
、
さ
ら
に
、

冬
季
聞
の
水
温
が
平
年
に
比
べ
て
か
な
り

高
く
推
移
し
た
こ
と
が
主
な
原
因
と
し
て

考
え
ら
れ
ま
す
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
ラ
l
パ
の
出
現
状
出
は
、

産
卵
が
例
年
よ
り
二
O
日
程
度
早
い
乙
と

や
、
水
温
が
半
年
よ
り
高
い
乙
と
を
一
反
映

し
て
、
四
月
の
上
旬
に
は
殻
長
二

0
0

戸田、、

の
割
合
を
多
く
す
る
と
と
が
必
要
で
す
。

乙
の
こ
と
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
扇
苗
の
縫
保

に
必
安
な
虎
卵
用
母
貝
と
し
て
役
一江
つ

乙
と
で
す
。

ミ
ク
ロ
ン
以
上
の
出
現
数
が
金
湾
平
均
で

占

H
O
%を
越
え
、
採
苗
器
の
投
入
適
期
と

な
っ
て
い
ま
す
。

②
ラ
l
パ
の
出
現
数
が
少
な
い

今
年
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
ラ
l
パ
出
現
数
は
、

例
年
に
な
く
少
な
い
レ
ベ
ル
で
推
移
し
ま

し
た
。
ラ
ーー
パ
調
査
の
結
巣
で
は
、
出
現

数
は
海
水

一
M
あ
た
り
、
芦
O
O
個
程
度

と
昨
年
の
約
四
分
の

一
ほ
ど
の
出
現
数
で

し
た
。
乙
の
出
現
数
が
少
な
い
原
因
は
、

昨
年
度
の
養
殖
貝
の
艶
死
の
た
め
今
年
の

雌
卵
母
貝
数
が
少
な
く
、
さ
ら
に
母
民
の

生
殖
巣
指
数
が
例
年
よ
り
低
く
推
移
し
た

乙
と
に
よ
り
、
産
卵
規
模
が
小
さ
か

っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
幸
い
、
付
着
ま

器首採たし着斗リ
，
凋
E
'の一ア

E

「ヒ

戸白、、
で
の
ラ
l
パ
の
生
き
残
り
が
良
か
っ
た
た

め
、
全
湾
平
均
で
採
苗
器

一
袋
当
り

一
六
、

三
O
O伺
と
十
分
な
数
の
付
着
数
を
得
る

乙
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
蹴
近
は
貝
の
山
何
が
早
く
な
り
、
叫凶貝

数
は
年
々
減

っ
て
き
て
い
ま
す
。
毎
年

安
定
し
た
数
の
稚
貝
を
得
る
た
め
に
は
、

計
画
的
に
母
貝
を
確
保
す
る
乙
と
が
必
要

で
す
。

①
ヒ
ト
デ
の
付
着
が
多
い

今
釘
は
例
年
に
な
く
ヒ
ト
デ
の
付
着
数

が
多
く
、
全
湾
平
均
で
採
苗
器

一
片担当
り

一一

九
伺
の
付
着
が
見
ら
れ
ま
し
た

(凶

2
)
。
乙
れ
は
昭
和
五
四
年
に
同
程
度
の

付
着
が
あ
っ
て
以
来
の
こ
と
で
す
。
乙
の

た
め
ヒ
ト
デ
の
付
着
数
が
多
い
地
戚
で
は
、

六
月
下
旬
頃
か
ら
ホ
タ
テ
ガ
イ
稚
貝
を
食

べ
る

『食
害
』
が
進
行
し
ま
し
た

(ヒ
ト

デ
の
食
害
に
つ
い
て
は
本
紙
の
別
項
で
述

べ
て
い
ま
す
)
。
ラ
l
パ
調
査
の
結
集
な

ノ.~\ ヴ|昨
/ι件¥こ、

012V2月 3 4 5 

図1 養殖ホタテガイの生殖巣
指数の変化

写真1

20 

10 

いど
か
ら
、
ヒ
ト
デ
の
付
着
数
が
多
い
原
閃

は
、
例
年
に
比
べ
付
着
ま
で
の
ヒ
ト
デ
一フ
1

パ
の
生
き
残
り
が
良
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
(
写
真
1
)

ヒ
ト
デ
対
策
と
し
て
は
、
現
段
階
で
は

食
害
が
進
行
す
る
前
に
ヒ
ト
デ
を
取
り
除

い
て
や
る
こ
と
が
巌
も
良
い
い
刀
法
で
す
。

ま
た
、
将
来
は
、
付
着
時
期
や
付
着
水
深

持
調
べ
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
て
付
着
数
を

少
な
く
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
し
ょ

行
。
さ
ら
に
、
巌
近
、
ス
タ
l
モ
ッ
プ
と

呼
ば
れ
る
ヒ
ト
デ
を
効
率
よ
く
採
取
す
る

漁
兵
が
各
地
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
海

底
の
ヒ
ト
デ
掃
除
は
、
地
ま
き
ホ
タ
テ
ガ

イ
の
食
害
宇
佐
防
ぐ
た
め
だ
け
で
な
く
、
採

南
器
へ
の
ヒ
ト
デ
の
付
着
数
を
減
ら
す
こ

レ
f

に
も
侮
効
で
し
ょ
う
。

図2 各地のヒ トデの付着状況
(個/採苗器1袋)

(平成 2 年 6 月 20 日~26日調査)
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ヒ
ト
デ
は
一
日
に
ホ
タ
テ
ガ
イ

付
着
稚
貝
を
何
個
食
べ
る
の
か
?

メク

斗主
歪T1JJ

今
年
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
採
苗
器
に
ヒ
ト

デ
が
多
数
付
着
し
、
採
苗
器
一
袋
当
り
の

付
着
数
は
、
西
湾
で
」
ハ
八
個
、
東
湾
で

一

七
七
個
、
全
湾
平
均
で
は
一
一
九
個
と
例

年
に
な
く
多
い
付
着
数
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て

ヒ
ト
デ
に
よ
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
付
着
稚
貝
の

食
害
が
進
み
ま
し
た
。
特
に
ヒ
ト
デ
が
多

く
付
着
し
た
採
苗
器
で
は
、
一
週
間
ほ
ど

凡
な
い
う
ち
に
採
苗
器
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
が

あ
っ
と
い
う
聞
に
ヒ
ト
デ
に
捕
食
し
つ
く

さ
れ
る
の
が
翻
然
さ
れ
ま
し
た
。
ζ

の
よ

う
な
事
は
過
去
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
?

昭
和
五
四
年
に
も
今
年
の
よ
う
に
採
苗
諸

に
ヒ
ト
デ
が
多
く
付
着
し
、
点
湾
で
は
食

害
が
激
し
く
、
人
1

て
捕
食
さ
れ
た
所
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
西
湾
で
は
東
湾
に

青森県水産増殖センタ ーだより第53号

ほ
た
て
員
部
技
師

相
坂

幸

く
ら
ベ
ヒ
ト
デ
の
付
着
も
少
な
く
食
害
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ヒ
ト
デ
の
捕
食
す
る
ス
ピ
ー
ド
は
ど
の
く

ら
い
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、

一
日
当

り
ヒ
ト
デ
が
ホ
タ
テ
ガ
イ
付
着
稚
貝
を
ど

れ
だ
け
捕
食
す
る
の
か
を
知
る
た
め
簡
単

な
観
察
を
し
ま
し
た
。
方
法
は
網
地
の
篭

に
腕
長
七

m
t
二
O
m
の
ヒ
ト
デ
を
一
個

づ
っ
人
れ
、
そ
乙
へ
殻
長
四
酬
t
一一

問

の
ホ
タ
テ
ガ
イ
付
着
稚
貝
を
各
二
O
t
四

O
個
づ
っ
入
れ
、

一
日
間
の
捕
食
個
数
を

計
数
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
図

1
に
一示

し
ま
し
た
。

一
般
に
腕
長
(
図

2
)
が
大
き
く
な
る

に
従
い
、
捕
食
個
数
も
同
唱
え
腕
長
一

C
mm

の
ヒ
ト
デ
で
平
均
殻
長
五

・
五
酬
の
ホ
タ

テ
ガ
イ
付
着
稚
貝
を
最
大
で
九
個
捕
食

し
、
腕
長
二
O
m
の
ヒ
ト
デ
で
は
、
殻
長

八
・
四
仰
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
付
着
稚
貝
を
最

大
二
ハ
個
捕
食
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
じ
大
き
さ
の
ヒ
ト
デ
で

も
小
さ
い
ホ
タ
テ
ガ
イ
だ
と
た
く
さ
ん
食

べ
る
傾
向
も
み
ら
れ
ま
す
。
そ
乙
で
、

一

副
に
食
べ
た
ホ
タ
テ
ガ
イ

ω全
弔
世
に
換

算
し
て
み
ま
し
た
(
図

3
)
。
ホ
タ
テ
ガ

.--

----

イ
の
殻
は
食
べ

な
い
の
で
実
際
食
べ
た
量

は
こ
れ
よ
り
減
り
ま
す
が
、
ヒ
ト
デ
が
大

S.初m

7.6mm 

7.7mm 

i:-i..J加問

斗L均殻長

// 

// 

// 

。
• 
ム

A 

1.0 20 
戸ー、

ヒトデの腕E

き
く
な
る
に
従
っ
て
多
く
の
重
量
分
の
ホ

タ
テ
ガ
イ
を
食
べ
る
こ
と
が
良
く
わ
か
り

ま
す
。ま
た
、
こ
の
時
ヒ
ト
デ
が
ホ
タ
テ
ガ
イ

を
ど
の
よ
う
に
捕
食
す
る
か
観
祭
し
て
み

ま
し
た
。
ヒ
ト
デ
は
腕
を
伸
ば
し
な
が
ら

ホ
タ
テ
ガ
イ
に
近
づ
き
、
管
足
を
ホ
タ
テ

ガ
イ
の
殻
に
密
着
さ
せ
た
後
、
腕
を
曲
げ
な

が
ら
口
の
方
ヘ
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
運
び
、
背

図2• 
A 

a‘ 
‘.. 企量
. .‘ 
企
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摘
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陥

食

fli，110 
数

(個)

----

宇
佐
丸
め
て
貝
を
包
み
込
み
ま
し
た
。
そ
の

次
に
ホ
タ
ア
ガ
イ
の
腹
を
ヒ
ト
デ
の
口
の

所
へ
持
っ
て
い
き
、
管
足
を
使
っ
て
貝
を

こ
じ
あ
け
、
貝
が
少
し
聞
い
た
所
か
ら
殻

の
中
へ
口
か
ら
出
し
た
胃
袋
を
侵
入
さ
せ
、

約
三

O
分
ほ
ど
で
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
観
察
結
果
か
ら
、
ヒ
ト
デ
は

も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
稚
貝
を
食
べ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

• 

ム

よれ
A
.十

0.3 

。?

o I 

o .6.‘企ム. . 
，.・e6

00 ・h・・・込
q匝・ ム
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却

図3 1日当りのヒトデによる
ホタテガイ稚員の捕食全重量

長 (mm)腕

20 

図 1 1日当りのヒトデによる
ホタテガイ稚貝の捕食個数

15 10 

長 (mm)

5 

腕

。



戸画、

戸画、

ナ
マ
コ
の
放
流
に
つ
い
て
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ナ
マ
コ
は
イ
モ
虫
型
で
一
見
グ
ロ

テ
ス

ク
な
生
物
で
す
が
、
軍
要
な
水
作
一動
物
と

し
て
市
く
か
ら
食
用
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

け
本
中
に
分
何
し
て
お
り
本
県
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
県
の
ナ
マ
コ
は
ほ
と
ん
ど
が
陪
奥
向

で
漁
獲
さ
れ
、
全
保
の
九
九
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
を
出
め
て
い
ま
す
。
そ
の
生
産
量
は

全
国
的
に
も
有
数
で
、
ま
た
、
型
が
い
い

の
と
良
質
な
乙
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
生
虚
量
は
減
少
し
、
脳

和
ぷ
一
-
午
に
は
九

一
七
ト
ン
の
生
姥
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
ピ
l
ク
に
十
年
後

の
昭
和
六
一一
年
に
は

÷九一

一ト
ン
ま
で
落

ち
込
み
、
ナ
マ
コ
漁
業
の
一
反
返
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

乙
の
様
な
状
出
の
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
ナ
マ
コ
資
源
の
凶
復
を
図
る
為
、
昭
和

六
十
年
度
か
ら
ナ
マ
コ
の
種
苗
生
産
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
山
地
内
で
の
人
工
採
市
ぷ
験
及

び
海
面
で
の
中
間
育
成
品
験
を
行
っ
て
き

た
結
巣
、
放
流
用
稚
ナ
マ
コ
の
牛
産
に
技

術
的
に
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
今
年
度
か
ら
は
、
四
ヶ
年
計
画
で
実
際

ほ
た
て
貝
部
技
師

蛇
名

政

の
天
然
漁
場
に
掛
川
ナ
マ
コ
を
放
流
し
、
技

術
開
発
の
為
の
説
内
、
試
験
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

初
め
て
の
稚
ナ
マ
コ
人
ド
ム
種
苗
の
放
流

は
、
六
片
十
二
日
、
当
セ
ン
タ
ー
の
前
神

水
深
間

t
五
メ
ー
ト
ル
の
浅
瀬
に
計
六
丘

の
む
個
を
問
ケ
所
に
分
け
て
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
稚
ナ
マ
コ
は
、
昨
年
の
六
月

t
じ
は
に
か
け
て
人
工
受
精
さ
せ
た
も
の

で
、
依
長
二

t
川
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
体

重
一

t
一
グ
ラ
ム
で
す
。
又
、
政
流
し
た

門
ケ
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
転
七
場
、
砂
場
、

泥
場
と
底
質
の
異
な
る
山
刷
所
を
選
定
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
定
期
的
に
追
跡
調
査
を

わ
い
、
生
息
環
境
に
応
じ
た
生
残
率
や
成

長
量
、
移
動
範
囲
等
に
つ
い
て
詳
し
く
調

査
し
て
行
く
予
定
で
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
湾
内
の
漁
業
生
産
は
、

ホ
タ
テ
員
養
殖
業
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ナ
マ
コ
は
次
の
理
由
に
よ
り

有
望
魚
種
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
、
価
格
が
五
百
円

t
干
丘
百
円
/
キ
ロ

グ
ラ
ム
と
高
い
こ
と
。

一
、
食
性
が
海
底
の
有
機
物
質
を
餌
と
し
、

ホ
タ
テ
貝
と
は
競
合
し
な
い
乙
と
。

戸画、、

戸画、

三
、
梅
低
の
浄
他
に
も
寄
与
で
き
る
と
と
。

以
上
の
こ
と
か
ら
ホ
タ
テ
貝
と
と
も
に
、

間
内
の
、
下
要
な
産
業
に
発
出
さ
せ
る
と
と

も
可
能
で
あ
り
、
今
後
巌
終
年
度
ま
で
に

ナ
マ
コ
の
欣
流
、
地
殖
の
為
に
必
要
な
諸

相
官
闘
争
}剛
一ら
か
に
し
て
わ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。終
り
に
、
調
奇
及
び
試
験
に
ど
協
力
頂

だ
い
た
平
内
町
漁
協
茂
浦
文
所
、
同
支
所

研
究
会
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

転石場に放流中の稚ナマコ (上)

放流直後の稚ナマコ (下)
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脊
か
ら
夏
に
か
け
て
の
陸
奥
向
で
は
、

水
恨
の
上
昇
と
塩
分
の
低
下
が
と
も
に
大

き
く
、
こ
の
変
化
は
ま
た
上
層
ほ
ど
著
し

い
た
め
、
そ
れ
ら
の
鉛
直
差
(
L
L

層
と
ド

闘
の
差
)
が
増
大
し
、
い
わ
ゆ
る
成
層
階

造
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
水
が

層
別
に
分
か
れ
悩
じ
り
に
く
く
な
る
の
で
、

底
層
の
俗
存
酸
素
も
上
凶
明
か
ら
の
補
給
が

途
絶
え
、
し
だ
い
に
低
ド
し
ま
す
。

ま
た
、
流
れ
も
湾
全
体
に
強
ま
り
、
特

に
湾
川
市
の
手
館
村
洲
一
で
は
南
卜
流
(
津

軽
海
峡
か
ら
内
内
に
向
か
う
流
れ
)
が
市

越
、
強
勢
作
出
し
て
外
海
水
(
津
軽
暖
流
山

来
の
水
)
の
流
入
も
増
大
す
る
た
め
、
海

成
、
固
に
よ
っ
て
は
水
温
、
情
担
分
が
急
変

す
る
ζ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
以
上
。
特
件
が
そ
れ
ぞ
れ
作

に
よ
っ
て
も
か
な
り
変
動
す
る
た
め
、
こ

の
時
期
に
は
、
海
況
が
復
雑
か
つ
急
激
に

愛
佑
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
わ
け

で
す
。

な
お
、
陪
山問問
の術
開
況
変
動
は
、
第
一

に
気
象
条
刊
に
よ
っ
て
た
有
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
水
制
は
年
聞
を
通
じ
て
一
気
回
と

よ
く
対
応
し
て
必
化
す
る
の
で
、
私
達
が

青森県水産増殖センターだより 第53号

漁
場
部
主
任
研
究
員

三
津
谷

感
ず
る
躍
冬
、
暖
香
、
猛
宮
の
反
に
は
概

ね
平
年
よ
り
も
高
め
と
な
り
、
逆
の
場
合

に
は
低
め
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
流
れ
も
風
の
影
響
を
う
け
や
す

く
、
例
え
ば
、

「
や
ま
せ
」
が
吹
き
続
く

と
湾
口
部
で
は
北
上
流

(湾
内
か
ら
津
鮮

海
峡
に
向
か
う
流
れ
)
が
強
ま
る
た
め
、

南
下
流
の
勢
力
が
弱
ま
り
ま
す
。

ぎ
て
、
今
年
の
こ
の
時
期
の
瓶
況
を
ふ

り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

図
ー
に
掛
川
口
市
(
学
館
プ
イ
)
、
西
湾

側

(青
森
プ
イ
)
、
東
湾
側

(東
湾
プ
イ
)

の
半
旬
別
半
均
水
温
の
平
年
差

(
平
年
値

は
過
去
観
測
の
平
均
)
の
推
移
を
一
示
し
ま

し
た
o
k段
が
一
明
層
、
下
段
が
氏
層
の

も
の
で
す
。
ま
た
、
図
2
に
は
向
円
部
の

流
出
を
ぶ
し
ま
し
た
。
卜
段
が
十
五
れ
届
、

下
段
が
氏
層
の
そ
れ
ぞ
れ
日
半
均
流
を
示

し
た
も
の
で
、
流
向
は
流
れ
去
る
方
向
を

線
の
向
き
で
、
流
速
は
そ
の
太
小
手
一線
の

長
短
に
対
応
さ
せ
て
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

今
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
水
田岡
が
昨
年

十

一
円
以
来
、
一
学
作
よ
り
か
な
り
な
い
し

は
同
に
よ
り
薪
し
く
高
め
の
傾
向
が
続
い

た
こ
と
で
す
。
高
水
綿
傾
向
が
続
く
と
き

~ 

，ー』

に
は
、
そ
の

一
因
と
し
て
外
海
水
の
影
響

で
は
な
い
か
と
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
程
度
の
目
安
と
な
る
湾
口
部
の
流
れ
に

は
、
特
に
例
年
よ
り
南
下
流
が
強
勢
に
推

移
し
た
様
子
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
、

こ
の
高
水
温
傾
向
は
、
暖
冬
、
暖
呑
に
ひ

き
つ
づ
き
冨
い
夏
と
な
っ
た
気
象
経
過
に

対
応
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

こ
の
よ
う
な
状
態
が
こ
れ
ほ
ど
長
期
に
わ

た
っ
た
こ
と
は
、
プ
イ
シ
ス
テ
ム
観
測
で

は
過
去
に
例
が
無
く
、
か
な
り
珍
し
い
乙

と
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
ま
す
。

正
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戸画、

そ
れ
で
は
次
に
、
乙
の
先
の
見
通
し
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

水
温
の
平
年
よ
り
高
め
の
傾
向
は
、
八

月
上
旬
現
在
、
あ
ま
り
衰
え
る
儀
子
が
み

ら
れ
ま
せ
ん
。
青
森
地
方
気
象
台
発
表
の

長
期
天
候
予
報
に
よ
れ
ば
、
気
掴
川
は
こ
の

先
も
な
お
手
年
並
み
な
い
し
は
草
年
よ
り

高
め
に
准
移
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
海
水
の
流
入
程
度
と
関

係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
口
本
海
の
対
馬

暖
流
の
勢
力
も
、
平
年
並
み
な
い
し
は
半

年
よ
り
や
や
強
勢
な
傾
向
が
続
い
て
い
る

7片

ー十

陸
奥
湾
の
海
況
推
移

(
四
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J

七
月
期
)

6月

湾口部の流況
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模
原
で
す
。

こ
れ
ら
の
と
と
を
総
合
し
て

み
れ
ば
、
水
備
の
半
年
よ
り
高
め
の
傾
向

は
さ
ら
に
長
期
化
す
る
可
能
性
が
高
い
と

い
え
る
よ
う
で
す
。
ζ

れ
か
ら
秋
に
か
け

て
の
推
移
が
気
に
な
る
と
乙
ろ
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
イ
シ
ス
テ
ム
観

測
結
巣
な
ど
を
も
と
に
、
各
種
の
海
況
情

報
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
主

な
情
報
の
発
表
日
な
ど
を
表
に
あ
げ
て
お

き
ま
し
た
の
で、

海
況
の
把
握
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い。

5片

センター提供の海況情報

名 事民 発表口 発 表 1ヨ 法 王 な 内 n企-ヨ，ト

1>0担奥 湾の
毎 H 東奥日報(朝刊)に掲紋 プイ ロボの前日 9時の水温

;K I民

毎週
NHK総合テレビで放送

プイロポの火曜日のH平均
海水潟情報

(木曜日)
(番組 l日時45分からの

水温とその半年差
アレビ伝言板)

プイロ ポ 毎 週
印刷物を配布

ソイロポの当日 9時の観測

情報 (火隈日)
(漁協などへ

結果と海況の説明
ソァ ックス!lel言)

4片

表


